
作目：ハクサイ
生育ステージ 気象条件

高温により発生が懸念される障
害被害

(赤太字は重要被害項目）
発生要因 予防対策 発生時の対策 補足等 参考情報

チョウ目幼虫による食害

気温によって害虫の発生パターンが変
化する
普段とは異なる時期や異なる種類の害
虫による被害が発生しやすい

適切なローテーションで定期的に殺虫剤を散布をする 害虫の種類を調べ、効果のある即
効性の殺虫剤を散布する

農薬メーカーが定める使
用方法に準じる

黒斑細菌病

アブラナ科植物黒斑細菌病菌、ダイコ
ン黒斑細菌病菌というバクテリア（細
菌）の感染により発生する
温暖多雨で発生しやすい台風後は多
発することが多い病原細菌は土中に残
存し、降雨の雨滴によって葉に付着し、
気孔や傷口から侵入する害虫の食害
は発生を助長する

耐病性品種の利用*1
高畝などによる排水対策
定期的な薬剤防除

アブラナ科植物黒斑細
菌病菌：
Pseudomonas
cannabina pv.
alisalensis
ダイコン黒斑細菌病
菌：Pseudomonas
syringae pv.
maculicola

耐病性品種については種苗会社各社のHPを参照
*1　https://www.agries-nagano.jp/wp/wp-
content/uploads/2023/03/manualv2-.pdf

発芽時 高温時 発芽不良

高温で種の生理代謝が正常に進まなく
なる
発芽に必要な水分が不足する

播種後に日の当たらない涼しい場所で1~3日程度に
保ち催芽を促す（発芽適温は18℃～22℃）*2
催芽室を利用するとよい

現時点で有効な対策はなく、播きな暗い場所では苗が徒長
するので、催芽が確認で
きたらすぐに明るい場所
に移す

*2 https://lib.ruralnet.or.jp/cgi-
bin/ruraldetail2.php?DSP=taikei!y!y070!y0700600.htm

高温
乾燥時 萎れによる生育不良枯死

生育に必要な水分が吸収できない 遮光率20~50％の寒冷紗等で遮光して気温上昇に
よる培養土の乾燥を防ぐ
適当量を潅水して培養土の水分量を維持する

十分に灌水する萎れた本葉が元に
戻れば回復が見込める

遮光しすぎると苗が徒長
したり、生育が悪くなるの
で注意する

苗の徒長
苗の蒸散量低下による体内水分量の
過剰が苗の徒長を促す

苗が萎れない程度に灌水量を控える
循環扇などを使って換気を促す
元肥の少ない培養土を使う

徒長発生後の生育を抑えるため、
液肥追肥をしている場合は追肥を
控える

苗立枯病

リゾクトニアやピシウムなどの糸状菌の感
染が原因で、高温、多湿条件で発生
しやすい

無病の培養土を使用する 発病株は早期に抜き取り処分する
苗立枯病に適用のある薬剤を散布
する
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害被害
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高温
乾燥時

生育遅延

生長に必要な水分が取得できない 有機性資材を適切に施用し、土壌の保水性を改善す
る

外葉が地面に接するくらいに萎れて
いれば、散水チューブなどで地面が
十分占める程度に灌水をする

高温
多湿時

過湿による生育遅延

土中に十分な酸素が行きわたらず、酸
素不足によって根の伸長と働きが阻害
される

明渠、暗渠を設置し、土壌の排水性を改善する
高さ20㎝程度の高畝にして定植する

高畝栽培は土壌が乾燥
しやすくなることに留意す
る

内部褐変症が発生しにくい品種については種苗会社各社
のHPを参照
*3
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/738813_6
752280_misc.pdf

*4
https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2010722013.pdf

結球肥大不良 高温によって結球葉数の増え方が遅
かったり、乾燥によって結球葉の発達に
必要な水分が不足することで発生する

耐暑性・高温結球性の高い品種の利用 外葉が地面に接するくらいに萎れて
いれば、散水チューブなどで地面が
十分湿る程度に灌水をする

耐暑性・高温結球性の高い品種については種苗会社各社のHP
を参照

結球肥大不良 光合成効率の低下や、呼吸量の増加
によるエネルギー消耗により球形成不
全が発生する

高温期の球肥大を回避するため、生育期間の短い早
生品種を使う

品種の早晩性については種苗会社各社のHPを参照

ゴマ症（健康上の害はない） 高温や低温によるストレス、多湿、窒
素過多等が起因となってポリフェノール
が蓄積することで黒い斑点が見られる
*5

適切な水管理を行い、過剰な窒素の施肥を避ける *5
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjshs1925/57/2/57
_2_206/_pdf

耐病性品種については種苗会社各社のHPを参照
*6 https://lib.ruralnet.or.jp/cgi-
bin/ruraldetail2.php?DSP=taikei!y!y070!y0700610.htm

*7
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachme
nt/61939.pdf
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定植後~外葉
形成期

高温
乾燥時

カルシウムは葉の蒸散に
より生じる植物体内の水
の流れによって生長部位
に運ばれ、植物体内で
は古い組織から新しい組
織へは再移動しにくい特
徴がある
乾燥によって蒸散が抑え
られると、土壌中にカルシ
ウムが十分ある場合で
も、生長部位でカルシウ
ムが不足し、内部褐変
症が発生することがある

内部褐変症が発生しにくい品種の利用
適切な水管理を行い、結球開始期の乾燥を防ぐ*3、
*4
過剰な窒素施肥を避ける*3
被覆塩化カルシウム等緩効的な効果のあるカルシウム
資材を使用する*4

直接的には細胞分裂の盛んな生長部
位のカルシウム欠乏による組織が壊死
することによる

内部褐変症
（チップバーン、芯腐れ）

結球肥大期～
収穫期

害虫の種類を調べ、効果のある即
効性の殺虫剤を散布する
定期的な圃場巡回、異臭の確認
により被害株の早期発見を心掛
け、被害株を圃場に放置しない

耐病性品種の利用
アブラナ科野菜の連作を避ける*7
傷口からの進入感染を防ぐため、害虫防除を徹底する
*7
薬剤の予防散布が重要である*7

Pectobacterium carotovorum
（軟腐病菌）というバクテリア（細
菌）の感染によって発生する
土壌伝染性細菌病で土壌水分が多
く、日平均気温が23℃を超えるような
条件で発生が増加する*6
空気中の湿度も高い条件で発生しや
すい

軟腐病高温
多湿時
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